
日本昔自動車風景　～一枚の絵はがきから～　　
（文：高井 淳 氏／企画・製作：ノスタルヂ屋）

四国の東玄関となっている徳島県、徳島駅前の風景です。時代は昭和30
年代でしょうか、パステル調に塗られた初代トヨペットクラウンタクシー
と、対照的に地味な色調のダットサンセダンが駐まっています。街を走る
バスは当時としては珍しくキャブオーバー型が主流のようです。南国情緒
あふれるロータリーのワシントンヤシは今でも駅前広場のシンボルであり
続けています。

11月はロータリー財団月間です。
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11月21日（第3005回）11月第3例会プログラム .18
●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 奉仕の理想

●来賓紹介 会　長

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●クラブフォーラム  

●にこにこBOX S.A.A

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング それでこそロータリー

ロータリーは
世界をつなぐ



前 週 の 例 会 報 告

ロータリー財団月間 出前卓話「ロータリー財団について」
2820地区ロータリー財団委員会 地区補助金担当
　　　　　　　　　　高橋 信子 様（土浦南RC）

ロータリー財団は1917年のアーチ．C．クランフの提唱により創設
されました。我々ロータリアンが社会に奉仕するための財源を我々自
身の手で集めるためです。そしてロータリー財団の標語「世界で良い
ことをしよう」を実践するために、ロータリー財団には集めた資金を
利用するための２つの代表的な補助金があります。ひとつは地区補助
金（DG）、もう一つはグローバル補助金（GG）です。
DGはクラブの皆様で比較的自由に使える補助金です。ロータリーに
は６つの重点支援分野（疾病予防と治療、母子の健康、水と衛生、平
和構築と紛争予防、地域社会の経済発展、基本的教育と識字率向上）がありますが、地区補助金はこの重点分
野に制約されずに使えます。2820地区の地区補助金参加率は全国トップクラスです。
一方、GGは国際的で大規模なプロジェクトに利用できる補助金で、重点分野に関連する内容である必要が
あります。GGはVTT（職業研修チーム）、奨学金にも利用されます。GGも当地区では積極的に利用されて
います。「我々が拠出した寄付金を我々の手で奉仕に役立てる。」当地区はこれを実践していると言えます。
GGは保健分野に多く利用されています。国連のデータによれば、保健や教育の水準が1人当たりGDPと高い
相関関係にあることが証明されています。すなわち保健や教育の向上がひいては経済的な豊かさにつながると
いうことです。
また、GGが紛争解決に目覚ましい貢献をした例もあります。先日亡くなられた元国連難民高等弁務官の緒
方貞子さんや現在国連・軍縮担当事務次長の中満泉さんは、GGの奨学金を利用して学んでいます。この2人
はボスニアヘルツェゴビナの和平に大きな尽力をしています。
なお、当地区にはGGの奨学金の他、新井義三・喜美子奨学金基金という冠名基金があります。これは6つ
の重点分野に限定しない奨学金で、現在7万ドル程度が利用可能です。
平和の分野ではロータリー平和フェローシッププログラムという人材育成プログラムもあります。平和と紛
争解決に国際的に活躍する人材を育てることにも、ロータリー財団は貢献しています。
ロータリー財団のもう一つの重要なプログラムとして「ポリオプラス」があります。1980年にロータリー
が初めて提唱してから38年。当時はほぼ全世界に蔓延していたポリオが、現在の発生は2か国のみとなってお
り、撲滅まであと少しです。疫病の撲滅により保健の予算が別のものに振り向けられれば、家庭・地域社会・
国家経済はより強固になり発展していくことが可能になります。ポリオプラスは重要なプログラムなのです。
このように世界で良いことをするために役立っている我々の財団資金ですが、利用するには一定の手続きが
必要です。皆様が身近で利用して下さっているDGは、申請年度と実施年度の2年がかりのプロジェクトにな
ります。地区で一括して申請や報告を行いますので、各クラブの足並みが揃うよう、申請から報告までの期限
をしっかりと守ってクラブ一体となってプロジェクトを実施していただきたいと思います。
グローバル補助金は昨年度から事前調査が義務付けられています。国際奉仕委員会と十分に調整の上、ご利
用いただきたいと思います。
さて、我々の拠出する寄付金は、財団にてしっかりと運用されたのち、3年後に我々の手で使える資金とし
て戻ってきます。ちなみに3年前に当地区で集まった30万4千ドルの年次寄付金は、本年度35万ドル以上の利
用可能額となっています。積極的に「寄付を！」とお考えならば、ポール・ハリス・ソサエティー（PHS）
のメンバーになっていただくことも一法です。
当年度の目標寄付額は会員一人当たり・年次寄付130ドル以上、ポリオ20ドル以上、合計150ドル以上と
なっています。確実に世界で良いことに繋がっているロータリー財団の寄付とプログラムに、是非参加してく
ださい。
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格調高く、和やかに　  S.A.A

新会員入会式　廣瀬 正君

米山記念奨学会から第111回米山功労クラブ
感謝状が届きました。

米山記念奨学生エーさんに奨学金を授与

11/14　計71,000円　　累計1,000,000円

11月 28日 ガバナー公式訪問、クラブ協議会⑶、ガバナー公式訪問歓迎家族懇親会
12月 5日 理事会⑹、会長挨拶、誕生祝、結婚記念祝、入会祝、「ロータリーの友」紹介

にこにこBOX

出 席 報 告

例 会 予 告

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
59名 25名 34名 2名 59.64％

寄付金報告「ロータリー財団寄付」寄付金報告「ロータリー財団寄付」 7/1～11/14　8860ドル　累計956,880円

来訪ロータリアン

ＲＩ2820地区 ロータリー財団委員会
地区補助金担当　髙橋信子君（土浦南RC）


